○精神・発達障がい者等職場定着支援事業　Ｑ＆Ａ
	該当部分
	質　　問
	回　　答

	仕様書
６（Ａ）
及び
６（Ａ）（３）
	・人事担当者のための精神・発達障がい者雇用アドバンス研修について、参加者が今回委託する体験型研修と、大阪府が直接実施する講義形式研修のどちらか一方のみを受講することは想定されるか。
	・人事担当者のための精神・発達障がい者雇用アドバンス研修について、委託する体験型研修と府が実施する講義形式研修は一体のものです。両方の受講を修了した者を研修修了者とし、研修修了者に対して修了証を交付します。いずれか一方の研修のみに申し込むことは想定していません。

	仕様書
６（Ａ）（２）及び
６（Ａ）（３）
	・人事担当者のための精神・発達障がい者雇用アドバンス研修について、参加者の受付は大阪府が直接実施する講義形式研修の分を含めて、受託事業者が行うのか。
	・お見込みのとおりです。人事担当者のための精神・発達障がい者雇用アドバンス研修については、事業スキームのうち講義形式研修分のみを大阪府が実施し、体験型研修、事業広報、その他事務作業部分を委託するものです。

	仕様書
６（Ａ）（３）（参考）
	・仕様書P.2に「府が実施する障がい者特性を学ぶ講義形式の研修の受講者を対象に実際の雇用現場で精神・発達障がい者とともに働く体験型研修を企画・実施すること」とありますが、大阪府が実施する講義形式研修の開催回数や開催期日や開催形態は決定されておられるでしょうか？決定されているのであれば明記をお願いいたします。
	・大阪府が実施する講義形式研修を含め、日程等については、契約締結後に大阪府と協議のうえ、決定いたします。講義形式研修の開催形態は対面での講義形式で実施いたしますが、必要な場合はオンライン形式等での実施も予定しています。開催形態等を変更する場合は、あらかじめ受託事業者へ連絡いたします。

	
	・仕様書P.2に「（１）により確保した企業と調整の上、研修期日～研修を実施する。」とありますが、体験型研修は大阪府が実施する講義形式研修の後に実施計画するのでしょうか？もしくは講義形式研修前に体験型研修を受講して頂いても研修修了となることで考えてもよろしいでしょうか？ 研修の内容から考えて講義形式の研修の後に体験型研修する形が望ましいと考えていますが、大阪府が実施する研修日程によっては考慮する必要もあるかと考えています。
	・体験型研修については、大阪府が実施する講義形式研修を受講した後、実施するものです。
　両研修の日程等については、契約締結後、協議のうえ決定いたします。


	仕様書 
７
	・本事業について、事業スタッフは専任の者を配置する必要があるのか。
	・業務責任者及びスタッフを専任とする必要はありません。


